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山鹿の地名は平城京出土の木簡にも「肥後国山鹿郡」として書かれ、すでに奈良時代には

確立していたことが明らかになっております。このような土地柄のため山鹿市には数多くの

文化財が残されています。弥生時代の拠点集落の史跡方保田東原遺跡や、その後の古墳時代

に発展した史跡チブサン古墳をはじめとする装飾古墳群、奈良時代には大和朝廷により鞠智

城が築かれるなど、各時代の遺跡が各地に残されております。

本市では文化財の多い場所であるため、公共事業や民間開発に伴って発掘調査も数多く

行ってきました。しかしながら開発を急ぐ"あまり、発掘調査後の整理作業に従事する人材は

もとより、時間と予算の確保が出来ないまま今日に至っておりました。

平成17年1月15日、新「山鹿市」が誕生しました。新市になり、これまで整理作業が出来

なかったものについて逐次報告書の作成を行うこととしました。本書は平成7年度出土文化

財管理センター建設に先立って、市単独事業として発掘調査を行った成果を収録いたしてお

ります。特に幅8mを超える大溝の検出は、地形をうまく利用した集落防衛策を理解する上

で貴重な発見であり、方保田東原遺跡の規模と密度の高さを窺うことが出来るもので、その

後の遺跡の範囲確認のための調査と平成18年7月28日付けで史跡として追加指定になった事
の発端になったものであります。

なお付論として、出土文化財管理センターに所蔵しております青銅製品と、市立博物館に

展示しております弥生時代の青銅製品について、別府大学文学部文化財学科の平尾良光教授

および下村智教授に鉛同位体比の分析を行っていただき、玉槁を賜りました。この調査成果

も併せて報告いたしました。

本書が、この遺跡の中で暮らした人々の、息吹と英知を少しでも皆様に伝える事が出来れ

ば幸いに存じます。

平成20年3月31日

山 鹿 市 教 育 長 田 中 宏

序 文



l 本書はlll鹿市教育委員会が11l土文化財管理センター建設工事に際し、平成7年度に実施した発掘調査報告書であ
る。

2 本調査は| ｣ ｣鹿市文化課の委託により山鹿市立博物館で実施した。

3 整理作業は山鹿市出土文化財管理センターに於いて行った。
4 遺物および図面なと慧の記録類は、全て山鹿市出土文化財管理センターに保管している。

5 本書に掲載した写真は中村幸史郎が柵影した。なお、遺物写真右下の数字は遺物実測図番号である。
6 本書に掲載した遺物実測図は城葉子、小原朱実、大森ようこ、野満彩子が作成した。
7 本書の執筆および編集は中村が行った。
8 付論として方保田東原遺跡および周辺遺跡から出土している青銅製品の鉛同位体比分析を別府大学文学部文化財
学科平尾研究室と下村研究室に依頼し、その成果を掲載した。

凡 例
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I 調 査 の 経 過

l 洲 査 に 至 る 経 過

山鹿市では昭和53年4月博物館が開館して文化財行政

についても行ってきた。平成4年度に文化課ができたが、

学芸員は兼務で資料の整理や保管は博物館で続けていた

のである。そのため館内や別棟の収蔵庫には資料が溢れ

出し、整理する場所の確保が困難な状況に陥ってしまっ

た。

そのため新たな施設の建設を考える必要に迫られ、文

化庁補助事業の出土文化財管理センター建設をお願いす

ることとなったのである。

平成6年12月全史協（全国史跡整備市町村協議会）臨

時大会の際、文化庁記念物課主任調査官に補助金の話を

すると、明日文化庁で詳細に話しましょうということに

なり、基本的に補助金交付の約束を取り付けたのである。

教育長も同席され市に持ち帰って決定することとなった。

建設場所については博物館周辺も考慮したが、未買収

地を残していた史跡方保田東原遺跡の大半を平成4年に

山鹿市が自治省の起債事業で購入を済ませていたことも

あり、方保田東原遺跡の将来的な活用と周辺地域の乱開

発を阻止できればとの配盧から、結果的には方保田東原

遺跡周辺に建てることにした。

このため史跡に指定されている場所の近くに土地の確

保が必要となり、平成6年度末に調査予定地を土地開発

基金で購入したのである。

土地についても当初予定した場所が交渉に難航したた

め急遼隣接地に変更したもので、所有者の協力なしでは

できなかったことである。なお発掘調査は市の単独事業

として実施することとした。

現地は山鹿市方保田字東原128番 lである。

なお、平成7年度から中村は文化課文化財係長兼務を

解かれ博物館副館長のみとなっていたが、人材の確保が

できないことから、文化財調査を博物館に委託するとい

う変則的な体制で、再度発掘調査を実施することとなり、

建設までの経緯もあり調査担当となった。

2 調 査 の 組 織

調 査 主 体 山 鹿 市 教 育 委 員 会

調査総括中原哲哉（|｣_|鹿市教育長兼

山鹿市立博物館長）

総括事務永田哲也（文化課長）

木村理郎（文化課課長補佐兼文化財係長）

次木万里子（文化課主任主事）

井上欣也（主事）

調査事務八木田由美（博物館主任主事）

西島靖男（博物館主事）

松岡優季（博物館主事補）

調査指導坂井秀弥（文化庁調査官）

賀川光夫（別府大学教授）

小田富士雄（福岡大学教授）

甲元真之（熊本大学教授）

松本健郎（県文化課主幹）

調査担当中村幸史郎（博物館副館長）

調査補助員吉田政博（現荒尾市教委）

発掘作業員井上秀実、伊豆永敏光、稲土豪、江藤カヨ

子、奥村康子、坂田精一、高木尚史、高橋

信子、高橋道昭、高本ミチ子、父母勝代、

冨田スミ子、中村春子、中村房子、平尾ト

シ子、福山須美子、福山陽子、前川誠一、

宮崎静子、村橋由貴、吉井新助、

博物館実習生・熊本大学（石田清美、大田

華代、川上あかね、式彩子、田川めぐみ、

土谷穣、平田昌和、松下修也）・九州東海

大学（古田知佳子）

整理作業員生島統夫、小原朱実、大森よう子、城葉子、

野満彩子、渕上厚子、森みつよ、山口美智

子、渡辺晃

調査協力飯田晃敏、文化財保存環境整備

古家修（石材鑑定)、西村亮一（地形図提

供）
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3 調 査 の 経 過

平成7年 (1995 )

7月17日（月）くもりのち晴れ

本日より発掘の下準備にかかる。現場小屋およびテン

ト設営のための除草作業実施

7月18日（火）晴れ

現場小屋設営、調査区設定東西30m、南北15mとし、

出土文化財管理センターの規模と同じとした。

7月19日（水）くもり

調査区の周囲に土嚢を並べ、外側には排水路をめぐら

し雨対策を講じた。表土は東側から剥ぎ始め約20cmの

深さで耕作土があり、その下には黄色粘土層が顔をのぞ

か せ て い る 。

7月24日（月）雨

小雨の中作業を行った。表土剥ぎを行う。小さな青fll

製品の破片が出土したが時期も品名も不明。

7月25日（火）本日より8月1日まで熊本大学の博物館

実習開始、調査と並行して行うこととなり中村は現場を

離れることが多くなった。

7月26日（水）晴れ

博物館実習生（熊本大学8名）も発掘体験を行う。表

土剥ぎに専念。

7月31日（月）晴れ

表土直下から数条の細い溝確認。地質調査終了。中村

は文教厚生委員会出席

8月 2日（水）晴れ

あまりの暑さで作業効率が低下してきたので調査区全

体に直射日光を遮断するように寒冷紗を張った。東側の

溝を掘り始める。

8月 9日（水）晴れ

7号溝の南側を掘り下げたら黄色土と土器が混在して
I _ L 】 ー 1 - 1 ナ ー
I 』 ー L L 〆 ／ - o

8月21日（月）くもり

7号溝は4層の堆積土を確認できる。

8月30日（水）くもり

7号溝の掘り下げを行う。3層と4層から遺物が出土

し、下層は白粘土層である。

9月 1日（金）曇りのち晴れ

昨日の大雨で寒冷紗が足場ごと崩壊したc調査区の乾

燥防止用のシートを剥がし全面の遺構検出を行う。住居

跡を2軒検出。

9月512 I (火）晴れ

一昨夜の雨で調査区内は冠水状態で、昨日から引き続

きポンプアップしていた。その間全員でシート洗いを行

う。

9月6日（水）くもり

散在していた遺物が冠水や排水で移動していたため一

括して取り上げた。

9月 7日（木）くもり

7号溝西側に褐色土とその両側に黒色土が広がってい

て遺物が散在している。このことから何らかの遺構が考

えられる。大きな溝が南北に走っている可能性が高い。

なお褐色土居内より礫石器、石雛、須恵器の高台付碗が

出土したので写真撮影後取り上げた。

9月11日（月）くもり一時雨

7号溝の白粘土層と黄色粘土層の状況から埋土か地山

の判断に苦しんでいる。

9月18日（月）晴れ

9月定例議会文教厚生委員会出席のため中村は現場で

の指導はできなかった｡5号溝に直交するように溝を検

出。仮8号溝としたが方形周濠墓になる可能性も残して

いる。

10月2日（月）晴れ

大溝掘り下げと実測した遺物の取り上げを行う。大溝

の遺物はかなりの量になりそうである。

10月5日（木）雨

雨であったがテントを張って大溝の掘り下げを行った。

今日遺物が2期に分かれることが確認できた。

10月16～17日

博物館特別企画展「谷敏男作品展」準備および開催

10月18日（木）晴れ

西日本新聞社野田記者取材｡5号溝は仮8号溝と同一

であることが判明し方形周濠墓となった。

10月23～24日

文化財保護委員会鹿児島研修案内（中村）

10月25～27日

全国遺跡整備担当者会議（東広島市・中村参加）

10月30日（火）くもり

今日から遺跡整備計画の応援を得て大溝の実測を集中

2



1 デ オ 千 局
し - 1 』 ノ 0

1 1月2日（木）晴れ

熊本大学甲元教授調査現場指導

11月15日（水）晴れ

熊本県文化課より現場視察。遺椛の保存について協議

の必要ありとの指導を受ける。

11月20日（月）くもり

朝から県文化課へ協議に出かける。遺跡整備策定委員

の先生方に文化財･管理センターの建設計画と遺構保存に

ついて説明するよう要請あり。

11月21日（火）晴れ

文化課長と共に別府大学へ赴き、賀川光夫教授に経過

報告とこれからの計画について説Iﾘ1した。

11月22日（水）晴れ

福岡大学に赴き小田富士雄教授に経過報告と計画につ

いて説明をした。

11月27日（月）晴れ

熊本大学I｜1元教授へ経過報告と計画について説明をし

た。その後県文化課へ赴き協議したが、文化庁と最終的

に協議して決定することとなった。

11月28日（火）くもり

教育長と共に上京。文化庁に赴き協議したが基本的に

は遺構保存を行う事とし、30日に予定していた建設工事

入札の中止を教育長から永田文化課長に連絡。課長から

松尾建設部長と長瀬助役に連絡する。

文化庁からは周辺の調査を行うよう指導。場合によっ

ては追加指定と用地買収の補助をあげたいとの事であっ

た。

11月29日（水）晴れ

朝から入札予定業者に入札延期の謝罪と今後の説明を

行う。午後県文化課に赴き文化庁との協議内容と入札延

期の報告を行う。

12月2日（土）晴れ

現場の航空写真撮影実施

12月4日（月）晴れ

県文化課へ協議のため出向く。県の内部で意見が分か

れている感じである。

12月11日（月）晴れ

文化庁記念物課坂井調査官来市、現場視察後財政課も

交えて協議する。3案提示したが遺構の保存を第一に考

え、大'I'圓な設計の変更を行うこととした。文化庁の指導

では、これまでの国指定の範囲設定に問題があり、今後

遺跡の範囲確認調査を行う必要性を訴えられた。補助金

も出します。場合によっては追加指定も視野に入れてお

くこと。との指導あり。

12月12日（火）くもり

埋め戻し開始。なお大溝には土襄袋に土を入れて埋め

戻しを行った
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Ⅱ 遺 跡 の 環 境

l 歴 史 的 環 境

熊本県内には弥生時代後期から古墳時代前期において

拠点集落と呼ばれる遺跡が数多く存在しており、これま

でにも発掘調査によって数多くの成果を挙げている。

特に玉名市柳町遺跡の調査では低湿地における初めて

の本格調査を行ったもので、現在の水田面の下に遺跡が

残されていることを証明したことと、木製品を始めとし

た有機質の遺物の発見に貢献したことは、これまでの熊

本県内の考古学的常識を覆した結果となった。

また、弥生時代の遺跡の在り方においてもこれまでは

台地上のみを中心に見ていたが、これからは平野の中も

微高地を中心として発見に努めなければならないし、堆

積層の下に遺跡が埋もれている可能性も高く、根本的に

低湿地における遺跡の存在について念頭に置いた取り組

みが不可欠である事を改めて認識した。

さて、菊池川流域における遺跡の在り方について概観

してみることにする。

上流の阿蘇外輪山西側山麓ではこれまで詳細な調査が

されていない事にも起因するが、大規模な遺跡は確認さ

れていない。菊池市街地から山鹿市街地までの中流域で

は氾濫原およびその周辺において多くの遺跡を見ること

ができる。

上流側から見ると菊池市の外園遺跡は熊本県で最初に

貨泉を出土した遺跡で、中国大陸との交流を考える_上で

重要な遺跡と言えよう。

菊池市七城町の台（うてな）遺跡でも貨泉を出土して

いるが、南に迫間川と菊池川を、西に内田川を見下ろす

標高80mの台地上に位置している。熊本県の調査である

が、排水路及び道路内の調査であったため環濠のみの確

認に終わっている。同じく菊池市七城町の小野崎遺跡は

北に菊池川、西に合志川を見下ろす標高60mの台地上に

位置している。旧七城町教育委員会の手で調査が行われ

住居跡、環濠等とともに青銅鏡を始め数多くの遺物を出

土している。

｜｣- |鹿市鹿本町の津袋大塚遺跡は内田川の西側に位置し

溝状遺構と多量の土器を出土しているが、詳細な遺跡の

把握には至っていない。この遺跡のすぐ近くの蒲生上の

原遺跡は標高95mの台地東端部に熊本県の調査で4重の

環濠が廻っていることが確認された。

下流域は和水町の諏訪原遺跡が見られ、未だに全容は

明らかになっていない。

さて、目を転じて方保田東原遺跡の周辺における弥生

時代の遺跡分布状況を見てみよう。なお遺跡名称は熊本

県遺跡地図（熊本県教育委員会）に由った。

方 保 田 東 原 遺 跡 ( 1 ) の 東 側 に は 日 置 遺 跡 ( 7 ) 、 北 原

遺跡（8）が広がり、共に土器の散布が確認されている。

北東側には銅矛を出土した県立鹿本商工高校内の地園遺

跡(10)、北側の御宇田台地上には乙丸遺跡(16)、西久

保遺跡( 1 3 )、御宇田妙見遺跡(15 )、御宇田虎ケ迫遺跡

(14)、中尾・下原遺跡(12)、八の峰遺跡(11)等が存

在している。

西側では方保田遺跡(3)、白石遺跡(5)、白石・古閑

の上遺跡（6）が広がっている。南側の氾濫原では弥生

時代の遺跡の確認は出来ていないが、時折工事に際し地

下 2 m で土器が出土ということで報告が有る所から考

えて遺跡が埋没している可能性が高い。古代の条里跡は

(18)と(19)の地域で残されていたが、圃場整備事業

で破壊されている。

2 地 理 的 環 境

九州の中央に位置する熊本県には世界一のカルデラを

誇る活火山の阿蘇山がそびえている。カルデラの北西部

には標高1, 118mの鞍岳が在り、西に向かって大きく裾

部を広げている。裾の先端は長く伸びて台地を形成して

おりその中の一つが通称花房台地である。

また鞍岳ll.l麓には多くの谷が刻まれ、数多くの湧水地

を配しておりその中の一つに菊池渓谷が含まれる。

菊池渓谷からの流れは大小65の支流を集め菊池市、山

鹿市、玉名市等を通り有明海に注ぐ全長61. 2kmの菊池

川となっている。

鞍岳山麓からの流れは花房台地を挟んで南北に分かれ

ており、北の流れは菊池市街地に注いでいる。

この地からI1｣鹿市志々l l皮までの間は蛇行しながら流れ

ている。また山鹿市が位置する中流域では海抜20m程度

で支流の多くが集まっており、熊本県北部で降った雨の

殆どがこの地域に流れ込んでいる。

加えて下流域の玉名地方との間には和水町の山間部を

通り抜けているため梅雨時の大雨には水の流れが滞り洪
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水が絶えなかった。そのため菊池市から山鹿市の間には

東西15km、南北2kmにわたり氾濫原が形成され、現

在この地を菊鹿（きくろく）平野とI1乎んでいるが、一部

はかつて「茂賀の浦三千町」として古くから県内有数の

重要な穀倉地帯を形成している。

方保|:Ⅱ東原遺跡はこの氾濫原を見下ろすように菊池川

中流域の右岸に発達した標高35m～40mの河岸段丘に立

地しており、南に菊池川、北にはその支流の方保田川に

挟まれ段丘西側で合流している。そのため東側を基部と

して西に伸びる舌状台地になっている。

特に南側の菊池川の流れは現在の流れが当時のままで

あるかは断定できないが、菊池市指定文化財の「菊池川

全図」によれば安政2年(1855)には現在の流れである

ことが描かれている。

現在の川の流れを概観してみると、菊池方面から流れ

てきた本流に鹿本町中富で迫間川と内門川が相次いで合

流している。水量を増した菊池川は方保田の東で合志川

と合流しているが、合志川が植木町平島方面から勢い良

<北に向って流れ込んでいるため、菊池川を北に押し出

すようにして流れ込んでいる。そのため菊池川の流れが

西から北西に変わって流れ、そのまま方保田の台地を洗

い流すかのようにぶつかり年々浸食をしている。

安政年間の絵図に拙かれているからと言ってどれくら

い時間的に遡れるか解らないが、目を転じて、氾濫原の

状況を見ると、条里制遺構の存在によって考えることが

できよう。

「|師Ⅱ52年刊行の「熊本県の条里」によれば菊池川と迫

間川に挟まれた菊池市と七城町の間、木野川及び内田川

流域西側の鹿本町稲田、高橋、中富と山鹿市藤井の地区、

菊池川と合志川に挟まれた七城町橋田地区、及び鹿本川

分田、小柳、山鹿市長坂、南島といった地区の集落を結

んだ線から南側に条里制がのこっている。しかし、毎年

梅雨時に氾濫し水害が出ていた地域では条里の跡が見ら

れないようである。

この事から少なくとも古代から今日まで川の流れが変

化していないことを物語っており、弥生時代においても

基本的には現状に近い川の流れであったものと推察きれ

る。

さて、方保田東原遺跡の存在する舌状台地は近年開発

が進み、谷が埋め立てられ住宅地になったりしているが、

第2図に示した地図は昭和44年当時の地形を示すもので

ある。

遺跡の北東部には大道中学校が見られ、校舎の配置も

明確に見ることができる。

日置から方保田に向かう部分に小さな谷が北から南に

向かって入り込んでおり、北側に小さなため池が見られ

る。今日この池や、谷は埋め立てられ、住宅と集荷場と

して利用されているため、旧地形を見ることはできない

状況である。

この谷は方保田東原遺跡を防御する上で重要な意味を

持つようである。

舌状台地を断ち切ることを行う上では大きな濠の役目

も果たすし、菊池川との接点では舟着場としての役割も

果たしたものと考える。

地元では「ふつどや」と呼ばれ、下流の專立寺近くは

｢といや」と呼ばれ船着場が存在していたとのことであ

る。このことから、「といや」に対してさらに古い船着

場としての「ふつどや」があったものと考える事が出来

よう。

いずれにしても方保川東原遺跡と菊池川を結ぶ重要な

部分であることには違いなさそうである。残念ながら現

在この谷は見ることはできない。（第3図参照）

方保田東原遺跡が菊池川に接していたことから、生活

に不可欠な水資源や、魚貝類の水産資源の確保、さらに

は物資運搬等の水運、戦闘状況における防衛施設として

の役割を担っていたものと思われ、方保田東原遺跡が優

位性を保てた大きな要は|であったことは明白である。
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Ⅲ 調 査 の 成 果

1 調査区の設定と遺構名（第5図）

調査区域は土地の面積が1, 023m2で、建物の設計面積

よりわずかに広い面積を調査の対象とし、東西30m、南

北15mの範囲とした。隣接する建物と間隔を取るため西

北に寄せる形に設定し、発掘して出る土を南側に積み上

げるようにした。

調査区内では耕作による小さな溝が交錯しつつ残って

いた。調査開始段階では1号溝等と名称をつけていった

ためあたかも弥生時代の溝のごとき印象を与える結果と

なった。そのため 1号溝～ 4号溝と 6号溝は耕作の際に

掘られており遺構としては取り扱わなかった。

また、5号溝と8号溝については結合して最終的に方

形周濠墓となったため、その名称をつけた。9号溝は調

査区西端で大溝に流れ込む凹みであったので溝の名称を

削除した。

10号溝は大溝として遺物の取り上げをしているが、調

査中遺構検索の段階で出土した遺物にはそれぞれの溝の

名称を付けている。

2 遺 構 と 遺 物

(1)1号住居跡（第6図）

調査区東端中央部に位置し方形周濠墓に切られている

そのため北側の壁而2mと西側の壁面3 . 6mを確認した

だけであった。

現状では表土から浅い位置であるため攪乱がひどく床

面や炉跡などは確認できなかった。遺物の出土は見られ

なかった。

(2)2号住居跡（第7図）

1号住居跡の西側に位置し北東隅を方形周濠墓によっ

て切られている。ほぼ正方形に近い平面プランで、壁面

はやや脹らみを持っているが東西と南北に向いている。

南北3. 6m、東西3. 6mの規模である。床面は硬化面が一

部で確認できた。ほぼ中央部に遺物が散在していた。

遺物（第8図）

lは壷である、lll'il部以下を欠いているが、口緑部は短

く反り気味に開き、口唇部には刻み目文を配している。

頸部には一条の凸帯を巡らし、刻み目文を配している。

器壁は薄く焼きも良好である。2は器台で脚部を欠いて

いるが、叩き目を僅かに残している。内面には煤のｲ､1着

も見られる｡3は土製勾玉で長さ

2 . 5 c mの小型品である ｡ 4は玄武岩

質安山岩製の磨製石斧で、刃部周辺

は研磨しているが他の部分では敲打

痕を残した状況である。刃部は使用

のため潰れている。上部にはくびれ

部を形成しており、柄を装着する際

に|酉|定しやすくするためにえぐりを

入れていた。重さは224. 79である。

(3)3号住居跡（第9図）

2号住居跡の北側に位置し主軸も

同じ方向に建てられていたように配

置している。方形周濠墓と7号溝に

よって大半を切られており、西側に

コーナーの一部を残しているにすぎ

ない。東西5. 5m，南北3.8mの規模

になる。遺物は床面より僅かに2点

が出土している。

遺物（第10図）

5は手握土器で小型の甑である。第6図 1号住居跡実測図
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3号住居跡出土遺物実測図

器面には粗い叩き目を施している。6はミニチュアの脚

付き鉢である。脚裾部を欠損しているが口径5cmの精

製土器である。

(4)方形周濠墓（第11図）

当初東西方向に5号溝として認識していたが、直角方

向に8号溝としたものとがコーナーを形成し結合したの

で、内部主体は不明ながら方形周濠墓であろうと判断し
た。

溝は'i'm1. 2～0. 8m、深さ0. 6mで、南側で長さ9m、

西側では同じく7mを確認できたが、大半は調査区の

外に広がっているため本来の規模は不明である。

遺物（第12図）

遺物はすべて溝の中から出土している。

7は布留系の甕である。縦半分の状態であるが、内面

には赤色顔料の付着が著しい。破片の状態で出土してい

るが土器の断面にも顔料の付着が認められるところから、

赤色顔料を入れる容器として利用し、方形周濠墓に供え

る際に破損したものと理解した。8も外来系の甕である

が、口縁部の一部である｡7と同様に内面に赤色顔料の

付着が認められる資料であり、7とは接合しない。これ

らは共に濁った赤色でベンガラの可能性が高い。

9は壷である。口緑部先端と底部を欠いているが、全

体に薄い作りで焼成は甘い。lOも壷である。こちらは焼

成がよく薄手にもかかわらずしっかりした仕上がりであ

る。llは特殊な土器である。小さな摘みだしが曲線を描

くように突出しているが、先端を欠いている。そのため

底部とせずに把手と判断した。なお、器種は不明である

］

- 1 3 -
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表 1 方形周濠墓土層一覧

が、かつて第1次調査の際22号住居から出土した異形土

器（オカリナ型）に類似しているようであるOl

(5)不整形土坑（第13図）

7号溝と大溝(10号溝）に挟まれる位置に長径6. 4m、

短径5mの不整形の土墳があった。輪郭もさることな

がら掘り込まれた面が不揃いで何度も掘り下げていった

結果出来たかのような壁面をしていた。このため掘って

空間を作ることが目的でなく、土自体を必要として掘っ

たものと判断した。この場所は白粘土層が地山居として

広がっており、白粘土採取もしくは土器の製作用粘土と

して採取したものと考える。

このような土坑は昭和57年に実施した大道公民館建設

に伴う発掘調査でも検出しているのである。

1号溝として報告しているがその時も白粘土層が広

がっているところから|司様の判断をした。2

(6)7号溝（第14図）

方形周濠墓と不整形土坑の間を南北方向に伸びる溝で

ある。北側から南側に向かって幅が広がっており、北端

ではIIIg1. 6m、南端ではIIIm3. 8mで深さ1mであった。

溝自体は北から南に僅かに傾斜しており、遺物は比較

的少なく底の部分に散在するように破片ばかりが出土し

た。

溝の地山層が白粘土層で、黒色土が混入したりしてい

たので発掘中もためらいながら掘り下げたものである。

床面も平坦でなく凹凸が残る状況であった。

埋土の堆積状況は粘土粒を含む層と黒色土居が互層に

「方保田東原過跡」山鹿市立博物館調査報告書第2集1982
「方保田東原遺跡2」山鹿市立博物館調査報告書第3．4集

1984

1 4 -

34.315m
A

g黒 混 り 土
土

白粘土

1 1

A I 1
A
三二

丁
、

B
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第11図方形周濠墓実測図
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なって西側から流れ込むように堆積している。

遺物（第15図）

12と13は在地系甕の脚部である。胴部の器面調整は不

明である。14は小型の壷である。口縁部は僅かに湾曲し

つつ立ち上がっている。肩部には稜線を残している。15

̅17はジョッキ型土器の破片である。18は高杯で脚部は

欠いている。口緑部は内側に湾曲している。

(7)大溝（10号溝）（第16～19図）

調査区の西側で南北方向に伸びる溝である。調査当初

は調査区の半分にまたがるように黒褐色土層が広がって

いたため、単なる地層の傾斜によって見えるものと理解

していた。しかし、調査が進むにつれて両側に黒色土居

中心に褐色土層が並ぶようになってきたところで、初め

て大きな溝になると考えた。

この段階で、溝の南側では'l'5 8 mを超える規模であ

ることが判明し、方保田東原遺跡を区画する機能性を

持っていたのではと推察したのである。その結果、遺構

の保存協議へと発展し、設計変更や入札延期などの事態

に発展したのである。

あまりの大きさのため、発掘していけばいくほど溝の

肩部がなだらかなため徐々に狭くなる感じであった。溝

の規模は洲査区の壁に残った断面図では北側で|IIm7. 3m、

第 1 3 図 不 整 形 土 坑 実 測 図

深さ1.4m、南側ではI陥7. 8m、深さ1.6mとなり、南に

行くに従って大きくなっており、床面が下がっているの

も7号溝と同じ傾向である。

遺物は上層の段階から、まとまって出土しており長時

間にわたり廃棄された事が窺える。特に、｜司じ高さでも

中央部と両サイドでは堆積層が異なっており、中央部の

遺物が新しく両サイドの遺物が古い時期と確認できた。

このため遺物も各層に準じて紹介したい。

なお、土居断面を観察しつつ層位的に押さえながら採

取した遺物については後段で層位別に紹介をすることと

した。

①表層の遺物（第16･20図）

遺構検出の段階で出土した遺物でこの段階では大溝の

中に位置していることすら認識していなかったもので、

位置のみを確認して取り上げたものである｡19と20は壷

である。共に口緑部は大きく開き、頚部に刺突文と櫛描

き波状文を施している。底部は丸底であるが20がやや尖

り気味である。21と22は鉢である｡21は口縁部の一部を

欠いている｡22は最大径を胴部中位に有し、外面には煤

の付着も見られる｡23は高杯である。脚裾部は接点が確

認できなかったが焼成や胎土から同一個体と判断した。
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表2 7号溝十層一覧

A - A ′ 断 面 図
l 層 腓 作 土 層

2層 褐色土居（黄色粘土の細微粒を含む）
3層黒色土層 （黄色粘土の塊を含む）
4層 褐色土層 （黄色粘土の微粒を含む）
5 層 白 粘 土 層
6 層 黒 色 土 層
7層黄|と|色粘土層 （黒色士を含む）
8層 白粘土層 （黒色土粒を含む）
̅§層褐色土層 （白粘土粒を含む）
10層暗褐色土層
1 1 層 黒 色 土 層
1 2 層 黒 色 土 層
13層 茶褐色土居
14層 白粘土層
1 5層 黄色粘土層
16層 褐色粘土層
1 7層 薄茶粘土層

B - B ′ 断 i m u l
l 層 黒色土層 （黄色粘土細微粒を含む）
2 層 黒 色 士 層
3層 褐色土層 （黄色・白色の粘土粒を含む）
4層 褐色士層 （黄色・白色の細微粒を含む）
5層 褐色土層 （黄色・白色の塊を含む）
6層 褐色土層 （濃い茶色に黄色細微粒を含む）
7 層 黒 色 土 居
8 層 黒 色 土 居

9層 褐色士層 （主に黄色粘土）
10層 褐色士層 （白茶色）
1 1層 焦げ茶色土層
1 2 層 黒 色 土 層
1 3層 茶黄色土層
14層 白粘土層
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第15図7号溝出土遣物実測図

24は須恵器の高台付き碗である。完形の資料である。口

縁部から底部には4～5本の痕跡を残している。あたか

も焼成の段階で藁など植物繊維で他の須恵器に密着を防

止したものであるかのような形状であった｡25は磨製石

斧である。玄武岩系の石材で刃部と基部はそれぞれに剥

離している。

②上層の遺物（第17．21～26図）

26～40までは甕である。26～33は在地系甕で26には脚

台を有しているが、32のような丸底になるものも多い。

34～40は外来系甕で庄内系甕と布留系甕が認められる。

39の底部近くには赤色顔料の付着が認められる。

41～64までは壷である。41～43は口縁部が反り気味に

開き、41古式土師の様相を呈しており薄手である。44は

二重'二l縁の壷で、古墳時代の近畿地方に見られる特色を

有している。内面には粘土接合の痕跡が残り製作の方法

を垣間見ることが出来る。45～47は二重口緑壺でも口縁

部の立ち上がりが短いタイプである。46には7本単位の

櫛描きによる沈線が巡っている。47は肩部に幅2. 8cmに

10本単位の櫛描きによる稚拙な波状文を施している。

48は口縁部が直立する二重口縁壺の破片である。外面

には5本単位の櫛描きによる廉状文と幅1.8cmに9本単

位の波状文と波の間に竹管文を施している。口唇部には

刻目文を施している。49は在地系の壷の破片である。白

川流域に遺跡で多く見られ方保田東原遺跡でも時折見か

けることが出来る。口縁部は三角形に立ち上がり、胴部

は長胴で刑lい叩き目を施している｡50は壷の破片である

が、肩部に2本の線刻が見られる。51は口縁部が大きく

開き、頚部に刺突文を施している｡5 2は折り返しながら

三角形を作っている壷の口縁部である｡53は口縁部が短

く、反り気味に開いて口唇部に刻目を施し、頚部の凸帯

にも施している｡M～57は小型の壷である。54は口縁部

が短く、55は底部近くに煤の付着を見ることができる。

57は口縁部が直立するものである。57は口縁部のみを欠

いている。58は口縁部が直立し長胴には粗い叩き目を施

している。59～61は口縁部が短く鉢に近い形である｡60

は外面に煤の付着が見られる。62～65は小型丸底壷であ

る。64は口縁部が直立している。

65～76は鉢である。65と66は口縁部を有しており、65

は外面に粗い叩き目を施している｡67～73は口縁部が大

きく開く鉢である。

74～79は脚付き鉢である。74は小型の脚付き鉢である。

75は鉢の脚部である。裾部に透かし穴を配しているが、

貫通していない｡76も小型鉢の脚部である。

77～84は高杯である｡77は小型の高杯である。78は脚

部のみである。79は北九州の特色を残している｡81は杯

部には使用の際に生じたと思われる器面の剥離が著しい。

82～83は古式土師器の様相である。

84～87は器台である。84と85には粗い111]き目が施され

ている。

88～94は特殊な遺物である。88は壷の胴部で、線刻が

施されている。89は底部近くに凸帯を巡らす鉢である。

これまで、方保田東原遺跡では数点破片が出土している

が完形品は出土していない。90と91は土製スプーンの柄

である。92は器種不明であるが、突起した部分を残して

いる。93は土錘で重さ95. 59である｡94は土製の紡錘車

で409である｡95は両面に赤色顔料が付着した鉢である。
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96と97は鉄器で、雛の茎（なかご）と手鎌である。

98～102は石器で、98はL字状石杵である。輝石安|｣ l

岩の自然礫でL字の形をしたものを選んで赤色顔料を精

第2 0図 1 0 号溝表層出土遺物実測図
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製する際の使用したものである。研磨面は2面あり、ほ

んの僅か鮮明な赤の顔料･が見られ、鮮やかな赤であると

ころから朱であろう。高さ18cm、重さは2. 58kgである。

- 2 3 -

二

一

一

、
一
一
一
一
一
宮
一
一
一

ｍく

し
ｎ
Ｕ
ｌ
-

１、
〉
-
．
１
．



州

／

三ﾐ会
、 、

、

2 6

臺雲鬘

’

糞

I I

〆

ﾜ Q
= ン

蕊
27｡ , 房

鱈謹|"’,ウ

30

II I|'W I

1 1
31

J 〃

2 8

第21図10号溝上層出土遺物実測図(1

q ワ
J と

24

0
｜ ｜
I 1 1 I I I 1

3 3

10cm

一
老
一
一
三
一
菫

毫

一
一
一

』
二

一
一

一

一

一

一
一

一

一

一一
一
 
、

’
’
一
ｍ

Ⅲ
川
川

測
-
，
Ｍ

恥
陛
４
Ⅷ

〆
-一
二
戸
、
-、

篝
壼
二
心
、

〃

ノ

一

一

二



､ P

） ひ

36

’ 、
4 2

38

、43

I

､ ､

1 ，
ｴ L ﾉ

第22図 10号溝上層出土遺物実測図⑲

- 2 5

一

ヨ
ー
ー

ｍ（

し

、
Ｕ
１
１
．

１

﹈１ユ

ハ
Ｕ
Ｉ
Ｌ



Ｆ
Ｄへ

-Ｌ
↑
惟
、
１
-

，

Ｊ

）
 
一
（
》

ユ
ー
ー
パ
一
Ｊ
Ｌ

↑
-１
￥
↑
、
手
ゞ
一

一
 
〃
一
一
一
 
一
や

↑
蕪
い
州
、
一

』
〆
埖
坐
誇
、

１
１
，
Ⅲ
Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
-

寓
、今

、、

艤
《

Ｉ
、
Ｍ
Ｉ
Ｉ
１

、
い
Ⅲ
Ⅷ
Ⅲ
-

《
川
叩
仙

、
ヘ
、
ｌ
、
、

ｍハ

し

ハ
Ｕ
Ｉ
ｌ
Ｉ

１、
Ｕ
’１
．
１

匡
匡

､穴 '̅'̅  I̅ Tトーニニ上

焦’ 14

1

、

6

i f

、

’

1

’

4 7

～
～

～

50

I

ニ ー ー ー ー

48

I

ﾉ

第23図 10号溝上層出土遺物実測図⑧

11

J "
1  1

1o
z 己 ′

-Zz1

Ⅱ

2 6 -

言

、

53



豆 ､ ' 一

58

｜

I

I

二 三 三 二

5 6

蕊
＝ ＝ 三

0

59

一 二

一

6

ニニニーニ＝＝ :＝＝

三毒

、

戸 d ，

D造

州 仙

R 』 4
1 J & 」

’

b ）

ｸ ｩ ｸﾞ

6 4

U

第24図 10号溝上層出土遺物実測図、

こり

グ

71

｜b

2 7 -

’

7 5

76

壱
一
《
’

簔
篝

’
’
一

２

ｍＣＯ
ｌ
Ｉ
．

ｌ
八

叩

〕

０

１

｝

！

一



’

公 筥

8 6

一 一
三J

’

’

第25図 10号溝上層出土遺物実測図⑮

9 5

2 8 -

’

○

96

I
97

ｍ〈

し

ｎ

〉

１

１

．

１

．

ｎ
Ｕ
ｌ
Ｉ
．

式
ｌ
ｌ

-一一



’

’

ど堂.令二#､1F.厚隠響玲韓ﾉｾf

I
9 8

I

＝

’
9 9

n

口

’

100

第26図 10号溝上層出土遣物実測図(6

’

101

ワ Q
ｰ V

’

、（．．

《空
..:葛､
．』;‘た..･ 1

I

’
102

い

ふ

ｍＣ
ｎ
Ｕ
Ｉ
ｊ
Ｈ

１Ｕ
ｌ
ｌ
．



I

103

1 0 6

108

109

10号溝上層両端出土遺物実測図

99は輝石安山岩製の自然礫を利用した凹石である。表裏
の中央に2カ所敲打痕を残している。重さは3. 54kgで

ある。

100は変成岩製の打製石斧である。僅かに反っており

外面の摩滅が顕著である｡ 4129であった。101と102は

砥石である。101は砂岩製で周辺を欠いている。研磨面
は水平でなめらかな仕上げ砥である。

102も砂岩製で両端を欠いている。研磨面は曲面を

作っており、使用頻度の高さを示している。

③上層両端の遺物（第27図）

上層でも堆積の状況から両端部は列をなすように遺物
が出土し、明らかに下の層の遺物と同時期であることか

ら区別して掲載した。

103と104は在地系甕である。脚台を有し器面には叩き
目を施している。105と106は壷である。105は口縁部の

内面には器面乗l1雛が多く、使用痕として生じたものであ

ろう｡  106は小型の壷の破片で、胴部に凸帯を巡らして

いる。107～llOは鉢である｡  llOはくびれのない胴部が
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特徴である。lllと112は器台で、113は土製品であるが

両端を欠いているためスプーンか勾玉か断定できない。

④中層の遺物（第18．28～33図）

114～127は在地系の甕である。114～123は在地系でも

脚台を有し、器面をハケ目で仕上げており、124～127は

器面を叩き目で仕上げている。これらは底部を欠いてい

るため、丸底か脚台を有するか断定できない。時間的に

はハケ目仕上げの甕が古く、叩き目仕上げの甕が新しい

ことは過去の調査で明らかになっている。:’

128～142は壷である。128は比較的大型の長胴壺で器

壁は薄い。129は二重口縁であるが形状はあまい作りで

ある。133は大型壷の口縁部片で、口唇部には刻み目を

施している。134も口緑部のみであるが、内面に3カ所

黒<変色した部分が見られる。135は白川流域の遺跡か

ら多く出土する壷である。136は胴部以下を欠いている

壷である。口唇部に刻み目を配し、頚部に凸帯を巡らし
て い る o

137は小型の壷の口縁部である。内面に2個ずつ6カ

所に円形貼文を配している｡  138～140は口縁部内面の器

面剥離が著しく、使用によって生じたものであろう。

142の頚部には櫛の先端による刺突文が施されている。

143から156は鉢である。143は大型の鉢で底部を欠い

ている。頚部には凸帯を巡らし、刻み目を施している。

144と145は口縁部が立ち上がる鉢で、146と147は甕に近

い形の鉢である｡ 148と149は脚付き鉢である。

150～155は最大径を口縁部に有する鉢で、156は片口

の破片である。とくに153は手狸土器である。

157～159はジョッキ形土器の破片である。160～165は

高杯である。164は脚部の上に凸帯を巡らしており古い
様相を示している。

166～176は器台である。とくに176は沓形器台である。

177はミニチュア土器である。178は把手で、鉢の横に

付くもので、先端がソケット状に差し込むように作られ

ている。なお同様の把手は過去の調査でも出土してい

る。1

179はジョッキ形土器の把手である。180は砂岩製の砥

石で両端を欠いているが、4面に研磨面を残している。

⑤下層の遺物（第19．34～35図）

181～188は在地系の甕である。181と182は別個体であ

るがく器面をハケ目で仕上げ、脚台を有する甕であり、

在地系甕では古い形式のものである。183と185はあたか

も叩き目の様な粗いハケ目であった。184には僅かに叩
き目を残しているが、ここでは基本的にはハケ目調整の

脚台付蕊の時期に主体があるようである。

189～193は壷である｡  190は口緑部が立ち上がるもの

で、口唇部は使用による剥離が見られ、胎土内面の色彩

が灰色に口縁部を巡っている。191と192は口縁部が大き

く開く壷で、191は口唇部に刻み目と頚部にIﾛ,帯を配し

ている。192は頚部に刺突文を配している。

193は口縁部を欠く壷で肩部には2個の円形貼文を配

しているが何カ所になるか現状では不明で、少なくとも

3個は確認できる。

195と196は鉢の破片で、195は片口である。197～199

は高杯である。口縁部が短いのが特徴である。200～2()3

は器台で、202と203は粗い作りで叩き目も大きい。204

は*llい叩き目の破片である。205～207は鉄器である。

205と206は手鎌、207は錐である。

｢方保Ⅲ東原遺跡3｣ 111鹿市立|#物館調査報告誉第7集1987
｢方保[II東原遺跡」山鹿市立博物館調査報告書:第2集1982
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⑥第 1層の遺物（第 3 7図）

断面図（第3 6図）のA - A断面4層から出土した遺物

である。208と209は在地系甕の脚部である。共に火を受

けたため紅色に変色している。

210と211は壷である。210は白川流域に見られる壺で

49と類似している。211は口縁部の破片であるが、内面

に竹管文で施文しており現状では 6個を確認できる。

212はジョッキ形土器の破片である。器壁が厚く出来は

良くない。

213～217と221,222は特殊な遺物である｡ 213は壺の

破片である。器而に鈎状に貼り付け文を施しており、

227と類似している。214は柱状の粘土で支脚である。

215と222はミニチュア土器の鉢である。216は焼成粘土

塊である。217は土製勾玉の破片である。221は壺の口縁

部であるが、外面に赤色顔料の付着が認められる。21 8

は鋭利な刃物で刻み目を入れている礫である。新しい剥

離も見られるが古い傷が多く見られる。219と220は須恵

器である。

⑦第2層の遺物（第3 8図）

断面図（第3 4図）のA - A I 析面の5層から出土した遺

物である。

223と224は在地系甕の破片で、器面は共に叩き目であ

る。底部を欠いているため九底か脚台かは不明｡ 2 2 5 ̅

227は壺である。225は三角の口縁部で頸部には凸帯と下

に刺突文を配している。226は口緑部内面に使用の際の

器面剥離が見られる｡  227は肩部の破片で、213に類似し

た鈎状の貼り付け文が施されている。おそらく全体では

4～5個を配していたものと思われる｡  228と229は高杯

の破片で、229は特殊な形状である。

230はジョッキ形土器の破片である。図化出来ていな

いが把手が剥離している。231と232は器台として取り

扱った。

2 3 3は砥石である。砂岩製で3面の研磨が著しい。熱

のため表面が赤化している。234～236は赤色顔料が付着

した土器片である。23 5は <すんだ赤でベンガラの可能

性が高いが、他の2点は鮮やかな赤で朱の可能性が高い。

8）第3層の遺物（第39～44図）

断面図（第3 6図）のA - A断面の第6層から出土した

遺物である。この層がもっとも遺物が集中して出土して

いる。

237～242は甕である｡ 237には口縁部の下に凸帯を巡

らしている。238は在地系の甕で表面に叩き目を残して

いる｡ 2 3 9は甕の肩部の破片であるが、3本の引っ掻き

傷が施されている。あたかも猫の爪のようである。

243～263は壷である｡  243は小型の壷で口縁部は欠い

ており、残りも縦に半裁の状態である。244は大型の壷

で口縁部は短い、245は口縁部の破片で口唇部に格子状

の刻み目を施し、頚部には凸帯を巡らしている｡ 2 4 6は

頚部から胴部にかけての破片で、頚部には凸帯を巡らし、

刻み目を配している。24 7も同様の破片で、頚部には5

条の沈線を巡らしている｡ 248は口緑部が立ち上がり、

頸部に刻み目を施している｡ 2 4 9は口唇部に刻み目を施

している。251は破片であるが、周囲を被熱によって黒

く変色している。254は口縁部内面の器面剥離が著しい。

255は大型壺の口縁部片で、櫛描き文が施されている。

257も大型壺の破片で、 l l n部に大きな円形貼り付け文2

個を有している。258と259は櫛描き文、260は239と類似

した3条の線刻である｡  262と263は底部に残された十文

字の線刻である。これは以前の調査でも同様のものが出

土している。5

264～275は鉢である。264～267には口縁部が広がって

おり、268～271は胴部から口縁部にかけて大きく口を開

けるようになっていた｡ 272～275は脚を有している。

265は古式土師器で、270は片口の破片である。

276は手握の鉢である。277～281はジョッキ形土器の

破片である｡ 282～293は高杯である。中でも285は古い

形式を示している。

294～301は器台である。全て在地系のものである。

302～316は特殊な遺物である。315は把手であるが、

中央に穴を開けており、環状の様に細工している。316

は土製スプーンの破片である。317は土製支脚である。

中央に穴を穿っているので土錘のようであるが大きすぎ

るので支脚と判断した。

319～321は石器で、319の磨り石には赤色顔料の付着

が僅かに確認できた｡ 320と321は砥石である。

322～325は小型の脚付き鉢である。

5 中村幸史郎 | ̅へら記号を持った弥生式土器の存在」『方保Ⅲ
東原遺跡』山鹿市立博物館調査報告書第2集19 8 2
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327～336は赤色顔料が付着した土器と石材である。こ

のうち肉眼で判断して鮮やかな朱色をしているものは

328 ,330 , 331 , 333 , 335の5点である。
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⑨第4層の遺物（第45図）

断面図（第36図）のA-A断面の第7層から出土した

遺物である。337は壺の口縁部で頚部には櫛描きによる

沈線と波状文を施している。338と339は鉢である。
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第43図10号溝第3層出土遺物実測図⑤

⑩第5層の遺物（第45図）

断面図（第36図）のA-A断面の第8層から出土した

遺物である｡ 340は石包丁の破片である。片面には穿孔

の跡が2カ所で見られる。破断面においても研磨が見ら

れることから、半裁された後に再使用を考えて穿孔を行

おうとした可能性を残している。

⑪ 第8層の遺物（第45図）

断面図（第36図）のA-A断面の最下層から出土した
もので341は器台である。胴部に細線による施文が見ら

れる。342は磨製石斧の破片である。

⑫一括遺物（第45図）

大溝内の出土であるが出土地点が不明なもののうち特

徴ある資料を記載した。

343は甕の破片で肩部に239,260に見られた引っ掻き
傷が残っている。粘土の雛のようにも見えるが特異な線
である。344は上部を欠いており、高杯になるのか器台

になるか判断が出来ない資料である。345は甕の破片で、

内面に赤色顔料を付着するもので、色合いはくすんだ赤

である。346は土製品で一方に穴を穿っており、鐸形土

製, f!,の舌である。347～349は縄文式土器で、347は後期
の北久根山式土器で脚台のみの破片である。4個の透か

し穴と裾部には3本の沈線で5個の弧を描いている。

348と349は早期の押型文土器で山形文の土器で砲弾形の

(8)遺構に伴わない遺物（第46図）

350～352は9号溝として取り扱った溝の中から出土し

たものであるが、調査の過程で耕作により掘られた溝で

あると判断した。そのためここで取り扱ったものである。

350は脚付き鉢の破片である｡  351と532は赤色顔料が付

着したもので、この2点は実測後接合出来た。<すんだ
赤色をしている。

353～357は石器である。353は安山岩製の礫石器で交

互剥離により刃部を形成している。全体に被熱現象で赤

く変色している。縄文草創期に出現するものであろう。

354と355は砥石である。356は1号溝出土であったが、

これも耕作用溝であることが判明したのでここで取り

扱った。石包丁の破片である。穿孔部分から折れている。

357は石錐である。

( 9 ) ま とめ

今回の調査で最大の成果は大溝の検ILI!,である。遺跡そ

のものの広がりを考える契機にもなり、文化庁や県文化

課の指導もあってその後の遺跡範囲確認調査の実施に

至ったものである。

方保田東原遺跡の範囲については調査開始段階では昭

和60年2月に国指定史跡となっている範囲を中心に設定

しており、台地全体から見ても、西端から東に向かって
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大道小学校校庭遺跡、方保田東原遺跡、塚の本遺跡、大

道中学校校庭遺跡と並んで広がっていると理解していた

のである。この間、数次の発掘調査を行っていく中で隙

間なく遺構が広がっている様子が窺える様になっていっ

た。

従って平成8年度から15年度まで実施した遺跡範囲確

認調査終了時にはこれらの遺跡を一体化して、方保田東

原遺跡と総称して扱う結果となった。

そういった動きの中で、今回発見された大溝は、南に

菊池川、北には支流の方保田川に挟まれ西側で合流する

舌状台地の上で、東の基部に位置する事から、舌状台地

を区画し独立した空間を形成する役目を果たしたもので

あると考えられる。

溝自体の規模は遺構上面1l'55. 5～7m、下面ll1m 3 m、

深さ1.9mであるが、調査中の確認作業の段階では、溝

の上面での1幅の長さは、県内はもとよりこれだけ大きな

溝は全匡|的にも希有な規模である。

併せて7号溝も出土遺物から判断して在地系甕を主体

とした時期であることから、同時期に平行して掘られて

おり、二重の堀を巡らしていたと理解される。

溝の構築時期は在地系甕の時期で、終焉は外来甕およ

び古式土師器を含んでいる。

これらの溝がどのような形になるかが、大きな課題で

あるが、平成9年度で管理センター南側の131番地と132

番地を調査し南側に延長していることが確認できている。

平成13年度には管理センター北側の6番地において調

査し、溝の延長が北側から西側に|f']きを変えている事が

明らかとなった。このため台地の北側の縁を取り囲む可

能性も残している。

このほかには方形周濠墓の存在である。内部主体は削

平されていたが、周濠内より古式土師器の壷が出土して

いる。方保田東原遺跡の中で墓域の特定が困難で、単発

的に石棺や謹棺が出土していたが、方形周濠墓の存在は

初めての発見である。
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熊本県山鹿市出士文化財管理センター所蔵の
弥生時代～古墳時代の青銅製品

に関する鉛同位体比

附論1

別府大学大学院

ノ ジ ヒ ョ ン

魯 醍 政
下 村 智
平尾良光

文学研究科





l . は じ め に

九州のほぼ中央に位置する熊本県は豊富な自然環境にめぐまれており、それを反映するように熊本県内の各地には旧

石器時代から近世までの遺跡が分布している。これらの遺跡の多くは河川流域を中心に集中している。古代の肥後国の
領域を占める熊本県では早くから鉄器文化が展開されたことでよく知られているが、それと共に高い技術の青銅器文化
も発達していたことがこれまでの研究成果から明らかになった。中国製青銅器、朝鮮半島製青銅器をはじめ、日本製青
銅器や鋳造関連遺物、遺跡なと・も熊本地域から確認されている。青銅器に関する鋳造関連遺跡が確認されたことは当然
青銅製品の製作のための材料獲得の問題に関わることになる。

青銅製品を作るための青銅材料をどこから手に入れたかを明らかにすることは難しいが、少なくとも鉛同位体比測定
法を用いれば青銅材料の産地を推定することができる。全国的にみても鉄器文化が早くから発達した熊本地域において
どのような青銅器文化が展開されたかを調べることにも鉛同位体比法は良い研究方法の一つである。そこで、熊本県山
鹿市出土文化財管理センターに収蔵されている青銅製品に関して鉛同位体比法を用いた産地推定の研究を行い、以下の
ように考察した。

2 ． 資 料

今回の資料は、熊本県山鹿市出土文化財管理センターに収蔵されている青銅製品の1-|'で、山鹿市の中尾遺跡、方保田
東原遺跡や方保田白石遺跡、大津町所在西弥護免遺跡などから出土した青銅製品9点である。これらの青銅製品は銅釧
1点、銅錐4点、イ方製鏡4点で、弥生時代後期～古墳時代のものであるとされているものである。
これらの資料から錆を微少量採取し、鉛同位体比測定用の試料とした。資料とした青銅製品は9点であるが、銅釧は

三つの破片になっていたため、各破片から一箇所ずつ試料採取を行ったので、実際に測定した試料数は11点である。試
料の採取位置は図l～図11に示し、資料の記載は表lで示した。

3．鉛同位体比の原理!）

地球が誕生したのは45.6億年前とされている。そして、この時にすべての元素の同位体組成は地球上で各元素毎にあ
る値になっていて、それは地球のどこでも同じ値であったとされている。ほとんどの元素の同位体比は時間が経っても
変化しないが、例外的ないくつかの元素は変化した。鉛はその例外的な元素の一つである。

鉛(Pb)には20:I P b，206P b、2I)7p b，208P bの同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の元素と一緒に含まれ
ていた。時間が経つと岩石中に含まれていた238Uは劉胴Pbに、235Uは207P bに、z32Thは3('8P bに変化する。よって、U(ウラ

表1熊本県山鹿市から出土した胄銅製品の記載
遺跡名

小 原 字 中 尾 遺 跡

〃

〃

西 弥 護 免 遺 跡

方保田白石遺跡（鹿高資料表採）

方保田東原遺跡(110- 2番地出土）
〃 （209番地出土）
〃 (137- 1番地出土）
〃 (120- 1番地出土）
〃 （269-2番地出土）
〃 〃（ ｝

考古学的な時代判別
弥 生 時 代 後 期

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

古 墳 時 代

古 墳 時 代

弥 生 時 代 後 期

測 定 番 号

B P l l 9 0

B P l l 9 1

B P l l 9 2

B P l l 9 3

B P l l 9 4

B P l l 9 5

B P l l 9 6

B P l l 9 7

B P l l 9 8

B P l l 9 9

B P l 2 0 0
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資 料 名

#|1#lll5- a

銅＃l l l5- b

銅 釧 l 5 - c

ｲ方製鏡19

1方製鏡14

1方製鏡11

銅錐12

銅雛13

銅雛16

銅鍼17

防製鏡18
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ン）とTh(トリウム）が減少した量だけ鉛の量は増えてくる。各鉛同位体の量は岩石中のU、Th、Pbの量比および岩

石中でPbとU､Thが共存していた時間の長さによって、それぞれの増加量が異なるため、鉛同位体比の違いとして表
わすことができる。

それ故、同位体の量が地球の誕生から変わっていない2"P b量と、変化した2U6Pb、2()7P b、馴臘Pb量との比を調査し、これ

を世界の鉛鉱山の同位体比と比較することによって鉛の産地の違いを判別することができる。

4．分析方法

採取したサビ試料に関して鉛同位体比を次のように測定した。試料をアルコールで洗浄し、石英製ビーカーに入れ、
硝酸で溶解した。これを蒸留水で約5mlに希釈し、直流2Vで電気分解した。約1日の時間をかけて電気分解を続け、

析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。この溶液から0. 2"gの鉛を分取し、リン酸とシリカゲルを加えて
レニウムフィラメント上に乗せた。以上のように準備したフィラメントを質量分析計（本学に設置されているサーモエ

レクトロン社の表面電離型質量分析計MAT262)の中にセットし、条件を整え、鉛|司位体比を1200℃で測定した。ま

た、同一条件で標準鉛試料NBS-SRM98 1を測定し、規格化した。

5．測定値の表わし方2）

鉛同位体比測定の結果を理解するため、材料の同位体比を次のように示した。鉛には2(MPb、2(xjPb、2()7P b、馴鳩Pbの独立
した4つの同位体があり、｜司位体比は2"Pb/飢胤Pb，ユ07pb/2()4pb，2"Pb/2"Pb、ヨ伽P b /2(mP b，』()7Pb/2'xiPb，20aPb/2"Pb，

2(NP b/207P b、2(x)P b /2()7P b、2osP b /207P b、2"Pb/"P b、2"P b/2"Pb、207pb/2ospbという12の方法で表現される。この方法の中で一

番整った図で表現でき、4種類の同位体を含む馴斯Pb/2"Pb -207Pb/2"Pbと207Pb/206Pb - 208Pb/2IEPbという2つの図（図l
と図2）を用いた表現方法を利用して測定結果を図化した。中国の前漢時代、後漢時代・三国時代の銅鏡を分析して、
これらを図中にプロットすると、前漢時代の銅鏡と後漢・三国時代の銅鏡の材料が、はっきり区分されて分布した。前

漢時代の銅鏡が分布した領域を、他の出土資料と比較して華北産材料の領域と表わし、後漢時代・三国時代の銅鏡が分
布する領域を華南産材料の領域と表わした。

日本産材料の領域を設定する場合、西暦6世紀頃までの遺物で日本産の材料を用いたと断定できる資料は今のところ
確認できていないので、8世紀以降に作られた銭貨と現代の鉛鉱山が示す分布を日本産材料の領域とした。
朝鮮半島産材料の領域を設定する場合、朝鮮半島で製作されたと考えられる多釿糸lIl文鏡を用い、それらが示す分布を

朝鮮半島産材料の領域とした。

6 ． 紬 果

測定の結果として得られた鉛同位体比を表2に示し、図l～図4に図化した。測定結果から判断すると、今回の資料
は中国華北産の材料の中で特定領域6a'あるいは華北領域付近に位置した。

中尾5号石棺から出土した銅釧は三つの破片が重なって分布することから、｜司一の材料で作られた可能性が高く、一
つの銅釧であることを示唆する。西弥護免遺跡出土の1万製鏡は中国の華北産材料で作られた可能性を示唆し、方保田白
石遺跡出土のｲｶ製鏡も華北産の材料を利用した可能性が示された。方保田東原遺跡から出土した佑製鏡と銅鍼は中国華
北の特定領域6a'に分布した。これら資料に関する鉛同位体比の測定結果はこれまでの研究で得られた材料の歴史的
な変遷に矛盾しない。

これらの結果を理解しやすくするため、今まで測定された弥生時代および古墳時代の銅釧、防製鏡、銅錐などと比較

し、図5～図14に示した31o図5～図6は今回の銅釧の測定結果と今まで測定された弥生時代および古墳時代の銅釧の

測定結果を比較したIXIである。今回の銅釧は弥生時代後期のものといわれているが、鉛同位体比の測定を行った結果、

弥生時代の#|'1釧は中国の華北あるいは特定領域6a'産材料が主に利用されたことがわかった。古墳時代の銅釧の場合、
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測定された例が極めて少ないため、まだ推測の段階であるが、中国華北および華南産材料を利用している例があった。

今までに測定された防製鏡と今回の資料を比較し、図7～図10に示した。弥生時代の防製鏡は中国の華北産材料の領

域あるいは特定領域‘a，にほとんどが位置しており、古墳時代のｲｶ製鏡は中国の華北産材料の領域あるいは華南産の

材料の領域に位置した。今回の1方製鏡は弥生時代後期のものといわれており、弥生時代のｲ方製鏡が分布する領域に位置

したので、今までの測定と矛盾はない。

図11～図14はこれまで測定された銅雛と今回の資料を比較した図である。弥生時代の銅錐の場合、そのほとんどが中

国華北の特定領域6a'に位置しており、古墳時代の銅雛は中国の華南産材料の領域に位置することがわかっている。

このことは時代によって鉛同位体比の分布が異なることを示唆している。今回の資料の中で資料名12と13は弥生時代後

期のもので、資料番号16と17は古墳時代の土器と共に出土していることなどから古墳時代の製品と推定されている。鉛

同位体比の測定結果ではこれら4点の銅錐は中国華北の特定領域6a'に位置しており、弥生時代の銅雌と同一の傾向

がみられる。

表2 熊本県山鹿市文化財管理センター収蔵の胄銅製品の鉛同位体比値

7 ． 考 察

古代の肥後国である熊本地域では発達した鉄器文化と共に青銅器文化も早くから展|刑されたことは考古学研究の成果

から確認することができる。高い技術を示す青銅製品や鋳造関連遺跡などが熊本各地から確認されていることはこの地

域において展開された青銅文化の様相を示す良い証拠にもなると思われる。

熊本県の山鹿市でも様々な青銅製品が出土しており、山鹿市出土文化財管理センターには数多くの文化財が収蔵され

ている。今回の資料は熊本県|｣｣鹿市出土文化財管理センター収蔵の青銅製品9点で、弥生時代後期～古墳時代の製品と

いわれている。資料は銅釧、イカ製鏡、銅雛であり、これらの青銅製品に関して鉛同位体比の測定を行い、材料の産地を
推定してみた。測定結果は次のようになった。

( 1 ) 銅 釧

今回の資料である銅釧は三つの破片となっていたが、これらはもともと一つの製品であるといわれている。これらに

関して鉛同位体比の測定を行った結果、三つの破片が中国の華北産材料の領域付近に重なって位置した。これは三つの

破片が同一の製品であることを示唆しており、華北産の材料で作られた可能性が高いことを意味する。
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番 号 資 料 名
1 銅 釧 l 5 - a

2 銅 釧 l 5 - b

3 銅 釧 1 5 - c

4 イ 方 製 鏡 1 9

5 防 製 鏡 1 4

6 イ 方 製 鏡 1 1

7 銅 鍼 1 2

8 銅 鍼 1 3

9 銅 錐 1 6

1 0 銅 錐 1 7

1 1 防 製 鏡 1 8

誤 差

MiP b/201 P b

17. 964

17．969

17. 965

17．747

17. 901

17. 735

17. 721

17. 748

17，727

1 旬 毎 旬 ｢ 一

l イ ． イ 0 0

17. 740

±0 . 010

307P b/2oGP b

0．8700

0. 8701

0. 8701

0．8752

0．8693

0. 8761

0．8768

0．8764

0．8763

0．8763

0．8759

±0．0003

g''hPb/'j{x'Pb

2. 1507

2. 1511

2. 1506

2. 1629

2. 1516

2．1636

2. 1666

2. 1666

2．1653

2．1655

2．1646

±0．0006

測 定番号

BP1190

B P l l 9 1

B P 1 1 9 2

B P l l 9 3

B P l l 9 4

B P l l 9 5

B P 1 1 9 6

B P l l 9 7

B P l l 9 8

B P l l 9 9

B P l 2 0 0
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( 2 ) 坊 製鏡

今回測定した防製鏡は4点である。弥生時代後期のものといわれているこれらの資料に関して鉛同位体比を測定した
結果、3点の佑製鏡は中国華北の特定領域&a'に位置し、1点は華北産材料の領域の内にほぼ位置し、これらの資料
が中国の華北産材料で作られた可能性があることがわかった。特に、これまでに測定された弥生時代と古墳時代のｲ方製
鏡と比較した結果、今回の資料は弥生時代のｲ方製鏡と類似した傾向を示していることがわかった。すなわち、考古学的

に判断したｲｶ製鏡の編年と科学的にみた結果が一致することになり、時代の経過による材料の変化と形式学的な編年と
一致していることを意味する。

( 3 ) 銅 錐

今lnlの資料の中で銅雛は4点あり、その中の2点は弥生時代後期のもので、残りの2点が古墳時代のものであるとい
われている。これらに関して鉛同位体比を測定した結果、4点の銅雛は中国華北の特定領域6a'に位置し、華北産材

料の'1-'で特定材料が利M1された可能性が示された。これまでに測定された弥生時代と古墳時代の銅雛の測定結果をみる
と、弥生時代のfll難の場合、そのほとんどが華北の特定領域Ea'の材料であった。また、古墳時代の銅雛はほとんど
が中国の華南産材料であった。今までの銅錐を測定した結果から判断すると、今回の銅雛4点は弥生時代の製品である
可能性が考えられるが、資料17は形態的にみると古墳時代前期のものである。極めて少ない例であるが、古墳時代の銅
錐の中にも華北の特定領域6a'産材料を利用したと考えられるものもある。今回の銅錐に関しての測定結果を理解す
るためには土器との共伴関係、銅錐の形態学的検討などを経た後にまた再考察する必要があろう。

※引用文献

1)平尾良光編、1 999「古代青銅の流通と鋳造」鶴山堂（東京)、p31～p33

2）平尾良光編、1999「古代青銅の流通と鋳造」鶴山堂（東京)、p35～p39

3）平尾良光、2003「青銅器の鉛同位体比」考古資料大観6，小学館、p350～p363
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写真1 資料番号Nol  (銅釧15- a )の試料採取位置

写真2 資料番号No2  (銅釧15- b)の試料採取位置
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写真8 資料番号No8 (銅鑑13 )の試料採取位置
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写真10 資料番号NolO (銅鑑17)の試料採取位置
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写真11 資料番号Nol l (佑製鏡18)の試料採取位置
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熊本県山鹿市立博物館所蔵の
弥生時代～古墳時代の青銅製品

に関する鉛同位体比

附論2

別府大学大学院

ノ ジ ヒ ョ ン

魯 礎 珪
下 村 智
平尾良光

文学研究科





1 . は じ め に

九州のほぼ中央に位置する熊本県は豊富な自然環境にめぐまれており、それを反映するかのように熊本県内の各地に

は旧石器時代から近世までの遺跡が分布している。これらの遺跡の多くは河川流域を中心に分布している。古代の肥後

国の領域を占める熊本県では早くから鉄器文化が展開されたことでもよく知られているが、それと共に高い技術の青銅

器文化も発達していたことがこれまでの研究成果から明らかになった。中国製青銅器、朝鮮半島製青銅器をはじめ、日

本で製作された青銅器や鋳造関連遺物、遺跡なども熊本地域から確認されている。青銅器に|乳lする鋳造関連遺跡が確認

されたことは当然青銅製品の製作のための材料獲得の問題に関わることになる。

青銅製品を作るための青銅材料をどこから手に入れたかを明らかにすることは難しいが、少なくとも鉛同位体比測定

法を用いれば青銅材料の産地を推定することができる。全国的にみても鉄器文化が早くから発達した熊本地域において、

どのような青銅器文化が展開されたかを調べることにも鉛同位体比法は良い研究方法の一つである。そこで、熊本県山

鹿市博物館に収蔵されている青銅製品に関して鉛同位体比法を用いた測定を行い、以下のように考察した。

2 ． 資 料

今回の資料は熊本県山鹿市立博物館に収蔵されている青銅製品の中で、方保田東原遺跡や庄遣跡、中尾・下原遺跡、

天神免遺跡、南関町下城下遺跡などから出土した青銅製品18点である。これらの青銅製品は巴形銅器1点、方格規矩鏡

1点、イ方製鏡6点、舶載鏡2点、中広形銅矛1点、広形銅矛1点、細形銅剣2点、糸l1l形fll戈1点、銅雛3点である。こ

れらの資料から錆を微少量採取し、鉛同位体比測定用の試料とした。

資料とした青銅製品は18点であるが、佑製鏡1点は2ヶ所から試料採取をしたため、実際に測定した試料数は19点で

ある。試料の採取位置は写真 l～18に示した。

3．鉛|司位体比の原理'）

地球が誕生したのは45.6億年前とされている。そして、この時にすべての元素の|司位体組成は地球上で各元素毎にあ

る値になっていて、その値は地球のどこでも同じ値であったとされている。ほとんどの元素の同位体比は時間が経って

も変化しないが、例外的ないくつかの元素は変化した。鉛はその例外的な元素の一つである。

鉛(Pb)には2o4Pb、塾06P b、加7Pb、2()8P bの同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の元素と一緒に含まれ

ていた。時間が経つと岩石中に含まれていた23HUは206P bに、235Uは207p bに、232Thは2()KP bに変化する。よって、U(ウラ

ン）とTh(トリウム）が減少した量だけ鉛の量は増えてくる。各鉛|司位体の量は岩石中のU、Th、Pbの量比および岩

石中でPbとU､Thが共存していた時間の長さによって、それぞれの増加量が異なるため、鉛同位体比の違いとして表

わすことができる。

それ故、同位体の量が地球の誕生から変わっていない2(MPb量と、変化した206Pb，207P b、馴蝋Pb量との比を調査し、これ

を世界の鉛鉱山の同位体比と比較することによって鉛の産地の違いを判別することができる。

4．分析方法

採取したｻｰピ試料に関して鉛|司位体比を次のように測定した。試料をアルコールで洗浄し、石英製ビーカーに入れ、

少量の硝酸で溶解した。これを蒸留水で約5mlに希釈し、直流2Vで電気分解した。約l[|の時間をかけて電気分解

を続け、析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。この溶液から0.2/噂の鉛を分収し、リン酸とシリカケル
を加えてレニウムフィラメント上に乗せた。以上のように準備したフィラメントを質量分析計（本学に設置されている

サーモフィッシャーサイエンティフィック社の表面電離型質量分析計MAT 2 6 2 ) の中にセットし、条件を整え、鉛同

位体比を1 200℃で測定した。また、同一条件で標準鉛試料NBS-SRM98 1を測定し、規格化した。

- 8 5



5．測定値の表わし方2）

鉛同位体比測定の結果を理解するため、資料の同位体比を次のように示した。鉛には2(Mpb，206pb、2O7Pb、2I)sPbの独立

した4つの同位体があり、同位体比は2"Pb/2e1 p b、2．7Pb/201Pb，』("P b/204P b、2"P b/2"Pb、20TPb/"Pb、205P b/2o6P b、

204Pb/207Pb、馴賜P b/2()7Pb，2IMP b/207P b，204Pb/20Pb，206Pb/20sP b、207P b/208P bという12の方法で表現される。この方法の中で一

番整った図で表現でき、4種類の同位体を含む2"Pb/2"Pb -2('7Pb/創側Pb (B式図）と勤07Pb/206P b-劉鵬Pb/206Pb (A式図）と

いう2つの図 ( I X l l と図 2 ) を用いた表現方法を利用して測定結果を図化した。

中国の前漢時代、後漢時代・三国時代の銅鏡を分析して、これらをIXI中にプロットすると、前漢時代の銅鏡と後漢・

三|玉|時代の銅鏡の材料が、はっきり区分されて分布した。前漢時代の銅鏡が分布した領域を、他の出土資料と比較して

華北産材料の領域と表わし、後漢時代・三国時代の銅鏡が分布する領域を華南産材料の領域と表わした。弥生時代後期

の突線鉦銅鐸や広形銅矛などの青銅器の中でもより後期とされる資料は華北産材料の領域の中で一定な範囲に集まって

分布するので、この領域を特定領域6a7と表わした。

日本産材料の領域を設定する場合、西暦6世紀頃までの遺物で日本産の材料を用いたと断定できる資料は今のところ

確認できていないので、8世紀以降に作られた銭貨と現代の鉛鉱山が示す分布を日本産材料の領域とした。

朝鮮半島産材料の領域には、朝鮮半島で製作されたと考えられる多鉦細文鏡を用い、それらが示す分布領域を朝鮮半

島産材料の範囲とした。

このことは表lで示されるように青銅材料の産地が時代的に変化していることを示しており、この一般的な材料変化

の中で測定された資料について個々に考えたい。

6 ． 結 果

19点の試料の鉛|可位体比測定値を表2に示し、|Xl l～図4にIXI化した。測定の結果、今回の資料はほとんどが中国の

華北領域あるいは特定領域6a9に分布した。また、中|玉|の華南領域および朝鮮半島産材料の領域に位置する資料も

あった。

6 . 1 巴 形 銅 器

測定した巴形銅器1点はその大きさが国内最大級で、方保田東原遺跡から出土した。弥生時代の巴形銅器は9脚ある

いは7脚、6脚を有し、古墳時代の巴形銅器は4脚あるいは5脚を有していることが普通である3)。今回の資料は7脚

で、弥生時代の製品といわれている。

この資料の測定結果!）とこれまで測定された巴形銅器の結果を比較して図5～図8に示した。図をみると、弥生時

代の巴形銅器のほとんどは中国華北領域および特定領域6a'に位置することがわかる。方保田東原遺跡から出土した

今回の資料も特定領域6a 9に分布した。

これまで測定された巴形銅器は弥生時代の資料であり、古墳時代の資料はまだ測定された例がない。そのため、この

比較では弥生時代と古墳時代の巴形銅器に利用された材料の差異を確認することはできない。

しかしながら、弥生時代の資料が何らかの理由で古墳時代に残っていても良いし、伝 |止も考えられる。図5～図8で

示されるように巴形釧器のほとんどは特定領域4a'に分布することから、弥生||寺代としてもより後期の材料であるこ

とがわかる。本資料に関してはその中でも典型的な弥生後期の材料を川いていることが示された。

6 ． 2 方 格 規 矩 鋺

本資料の方格規矩鏡は製品の一一部しか残っていないが、残りの部分からこの資料は径18. 5cmをこえる大きな鏡であ

ることが推測できる。この資料とこれまで測定された弥生時代および古墳時代の方格規矩鏡の測定結果を比較し、図9

～図12に示した。
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図で判断すると弥生時代の方格規矩鏡は、ほとんどが中国の華北の領域あるいは、その近くに分布した。特に比較資

料の約l/3は華北領域から外れて位置した。古墳時代の方格規矩鏡は、ほとんどが中国華南産領域に分布した。今回

の資料はA式図では特定領域‘a’の中に、B式図でも特定領域&a'付近に位置した。それ故、方保田東原遺跡出土の

方格規矩鏡は特定領域6a'の材料で作られた可能性があり、これは弥生時代の方格規矩鏡が示す傾向と一致している。

6．3 イカ製鏡

本資料の佑製鏡は6面であるが、資料番号13は落ちた破片と採取した試料を各々測定したため、実際に測定した数は

7つである。これらの試料と弥生時代および古墳時代の佑製鏡の測定結果を比較して図13～図16に示した。

図から弥生時代のｲ方製鏡はほとんどが中国華北あるいは特定領域6a'に分布し、古墳時代のｲ方製鏡は主に中国華南

産材料の領域に分布することがわかった。今回の資料の場合、2面（資料番号5，6）が華北産材料の領域に、3面

(資料番号3，4，13)が特定領域‘a，に、1面（資料番号9)が華南産材料の領域に位置した。その中で資料番号5

は特定領域6a'付近に分布したため、fa9産材料である可能性も十分ある。また、資料番号13は落ちた破片と採取し

た試料を各々測定したが、測定の結果、同じ位置に重なって分布した。これは今回の測定の正確さを示す良い証拠にも

なるであろう。

資料番号3，4，5，6，13は弥生時代の防製鏡と同じく、華北産材料の領域あるいは特定領域6a9に分布したた

め、弥生時代後期の防製鏡である可能性が高い。しかし、資料番号9は古墳時代のｲ方製鏡が示す傾向と類似して華南産

材料の領域に位置したため、この防製鏡は古墳時代の製品である可能性が高いと考えられる。

6 ． 4 舶 載 鏡

舶載鏡は中国あるいは朝鮮半島から日本へ輪入された鏡のことで、本資料である舶載鏡2点は中国から舶載されたと

いう。これまで測定された舶載鏡の中で、方格規矩鏡や内行花文鏡を除く他の鏡の分布と共に本資料を図に載せた（図

17～図20)。

弥生時代の舶載鏡はほとんどが華北産材料の領域あるいは特定領域6a'に分布し、古墳時代の舶載鏡は華南産材料

の領域に位置する傾向が現れた。

本資料である舶載鏡が出土した方保田東原遺跡は弥生時代後期の遺跡といわれおり、今までの研究成果からみても、

今回の舶載鏡は弥生時代後期の製品である可能性が考えられる。

6 ． 5 釧 鰄

これまで測定された弥生時代の銅錐は約80点、古墳時代の銅錐が約60点である。これらの銅鍼と本資料の銅錐3点の

測定結果を比較し、図21～図24に示した。図をみると、弥生時代の銅錐の場合、ほとんどが中国華北産材料の領域、特

に特定領域&a9を中心に分布し、古墳時代の銅雛は華南産材料の領域に分布することがわかる。

今回の資料である銅錐3点の内、2点（資料番号11，12)は特定領域6a'に位置したが、1点（資料番号10)のflil

雛は華南産材料の領域に分布した。このことは2点の銅錐が弥生時代の製品であり、1点の銅鍼が古墳時代の製品であ

る可能性を示唆する。

6 ． 6 中 広 形 銅 矛 ・ 広 形 銅 矛

庄遺跡からは中広形銅矛1点が、下城下遺跡からは広形銅矛1点が出土している。今回の銅矛とこれまで測定された

弥生時代の銅矛を比較し、図25～図28に示した。弥生時代の中広形銅矛は華北あるいは華北周辺、朝鮮半島産材料の領

域に分布した。弥生時代の広形銅矛はそのほとんどが華北の特定領域6 a ' に分布した。今回の中広形銅矛と広形銅矛

は華北の特定領域6 a ' に位置した。弥生時代の青銅製品に使われた材料の変遷から考えると、今回の中広形銅矛は弥

- 8 7 -



生時代後期の製品である可能性が示され、また広形銅矛も弥生時代後期の製品と類似した値を示した。

6 ． 7 細 形 銅 剣 ・ 細 形 銅 戈

中尾・下原遺跡からは細形銅戈が1点、天神免遺跡から細形銅剣2点が出土した。これらの資料とこれまで測定され

た弥生時代の資料を比較し、図29～図30に示した。その結果、弥生時代の細形銅戈と細形銅剣は朝鮮半島産材料から中

|玉|の材料までIIIM広く分布する傾向が現れた。

今回の資料の場合、細形銅戈は朝鮮半島産材料の領域に、細形銅剣は各々朝鮮半島産材料（資料番号16)の領域と華

北産材料（資料番号17 )の領域に分布した。

7 ． 考 察

以上のように熊本県山鹿市立博物館が所蔵している青銅製品の材料産地に関して研究を行った。熊本県では各種類の

青銅製品が出土しているが、鉛同位体比法による材料の産地推定研究はあまり進んでいない。青銅製品においてその材

料の産地がわかることは当時の文化的な状況や対外交流などを理解するための良い情報にもなることで意味があるであ

ろう。

材料の産地推定の研究を行った山鹿市立博物館所蔵の青銅製品は総数18点であり、資料の半分以上が中国華北産ある

いは特定領域‘a，に分布することがわかった。これらの青銅製品は弥生時代後期の遺跡から出土しており、分析の結

果は弥生時代後期の製品が示す一般的な分布とほぼ一致した。ただし、ｲｶ製鏡1面（資料番号9）と釧雛1点（資料番

号10)は華南産材料の領域に分布し、古墳時代の製品とより強い関連性があると考えられる。

今回の資料の半分以上は方保田東原遺跡から出土したが、同一の遺跡から各種類の青銅製品が出土したことは注目さ

れる。また、イ方製鏡が多く出土しており、厚きが薄いｲｶ製鏡、曲がったｲ方製鏡など、他地域あるいは他遺跡ではあまり

みられない形態を成している製品もある。製作地に関しては形式学な分析も加味して検討しなければならないが、青銅

器を多数保有する文化が展開されていたことは間違いない。今後、熊本県出土の青銅製品において材料の産地推定の研

究が継続的に行われれば、熊本県内の青銅文化の特徴を理解する良い‘|冑報を得ることができるのではなかろうか。

※参考文献

l.平尾良光編、1 999「古代青銅の流通と鋳造」鶴山堂（東京)、p31～p33

2．平尾良光編、1 999「古代青銅の流通と鋳造」鵺山堂（東京)、p35～p39

3．水野清一・小林行雄、1959年「考古学辞典」東京創元社

4．平尾良光、2003「青銅器の鉛同位体比」考古資料大観6、小学館、p350～p363
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写真17 資料番号17（細形銅剣）の試料採取の位置
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110号溝上層出土遺物（93）

210号溝上層出土遺物（94）

PL1 3

■

510号溝上層出土遺物(98 )

310号溝上層出土遺物（97）

610号溝上層出土遺物（98）

410号溝上層出土遺物(99 )

- 1 2 9 -

710号溝上層出土遺物(100 )
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110号溝上層両端部出土遺物（103）

310号溝上層両端部出土遺物（105）

4 1 0号溝上層両端部出土遺物（ 1 0 6）

蝿

210号溝上層両端部出土遺物(104)

510号溝上層両端部出土遣物（108）

130

6 1 0 号溝上層両端部出土遺物（ 1 1 1）



110号溝中層出土遣物（114）

PL1 5

扉

310号溝中層出土遺物(116 )

2 1 0号溝中層出土遺物（1 1 5）

410号溝中層出土遺物（121）

1 3 1 -

510号溝中層出土遺物（126）



PL1 6

110号溝中層出土遺物(127 )

310号溝中層出土遺物（129）

多
踊

410号溝中層出土遺物（130）

210号溝中層出土遺物(128)

- 1 3 2

510号溝中層出土遺物（131）



110号溝中層出土遺物（137）

210号溝中層出土遺物(138 )

PL1 7

510号溝中層出土遺物（142）

3 1 0 号 溝 中 層 出 土 遺 物 ( 1 3 8 )

610号溝中層出土遺物（143）

410号溝中層出土遺物（142）

710号溝中層出土遺物(148 )

- 1 3 3 -

810号溝中層出土遺物(151 )



PL1 8

110号溝中層出土遺物(152)

210号溝中層出土遺物（153）

I

510号溝中層出土遺物（165）

310号溝中層出土遺物(154 )

610号溝中層出土遺物（166）

410号溝中層出土遺物（161）

710号溝中層出土遺物(168 )

- 1 3 4 -

810号溝中層出土遺物（176）



110号溝下層出土遺物(182 )

PL1 9

4 1 0 号 溝 下 層 出 土 遺 物 ( 1 9 2 )
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210号溝下層出土遺物（185）
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510号溝下層出土遣物（193）

310号溝下層出土遺物(191 )

6 1 0 号 溝 下 層 出 土 遺 物 ( 1 9 9 )

- 1 3 5 -

710号溝下層出土遺物（203）
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P L20

110号溝1層出土遣物（208）

210号溝1層出土遺物(209 )

510号溝1層出土遺物（214）

310号溝1層出土遺物（211）

610号溝1層出土遺物（215）

4 1 0 号溝 1層出土遺物（ 2 1 3 ）

7 1 0 号溝 1層出土遺物（ 2 1 6 ）

- 1 3 6 -

8 1 0 号 溝 1 層 出 土 遺 物 ( 2 1 7 )
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110号溝2層出土遺物（218）

210号溝2層出土遺物（222）

PL21

510号溝2層出土遺物（233）

310号溝2層出土遺物（225）

610号溝2層出土遣物（234～236）

《
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410号溝2層出土遺物（227）

710号溝3層出土遺物(238 )

- 1 3 7 -

810号溝3層出土遺物（240）
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110号溝3層出土遣物（243）

210号溝3層出土遺物（250）
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510号溝3層出土遺物（263）

3 1 0 号溝 3層出土遺物（ 2 5 6 ）

▲ 一 一

610号溝3層出土遺物（265）

4 1 0 号溝 3層出土遺物（ 2 6 2 ）
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710号溝3層出土遺物(271 )
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810号溝3層出土遺物（274）
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110号溝3層出土遺物（275）

210号溝3層出土遺物（276）
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510号溝3層出土遺物(314 )

310号溝3層出土遺物（291）

610号溝3層出土遺物（315）
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410号溝3層出土遺物（301）

710号溝3層出土遺物（316）

- 1 3 9 -

8 1 0 号溝 3層出土遺物（ 3 2 6 ）
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110号溝4層出土遺物（339）

210号溝5層出土遺物（340）

510号溝出土一括遺物(347 )
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3 1 0 号溝 8層出土遺物（ 3 4 2 ）
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6 遺構に伴わない遺物（353）

410号溝出土一括遺物(346 )

7 遺構に伴わない遺物（356）

1 4 0 -

8 遺構に伴わない遺物（357）
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『方保田東原遺跡(9)』山鹿市教育委員会､2008

下記部分に誤りがありましたので､訂正をお願いします。

■■qローB上̅■q■.B-口早肝

’

◎問合せ先
山鹿市教育委員会文化課
(出土文化財管理センター）
〒861-0382山鹿市方保田128
T/F. 0968-46-5512

正誤表

溌震；
I■.●』■--.①■_｡■_Gbdh-qJ_¥.■_■■訳
蕊惹 溌蕊議識蕊 Ａ・-■『 堂誤§ 蕊 蕊 蕊 溌 蕊 蕊 溌 蕊灘蕊窪蕊蕊

18 左列 13 4 1古式土師の 41は古式土師器の
● ●

18 右列 5 廉状文
り

簾 状文

18 右列 8 川流域に遺跡で 川流域の遣跡で
18 右列 42 で40gである。

ダ ウ ○

で重さは40gである。

23 右列 1 する際の使用
●

する際に使用

31 左列 19 円形貼文 円形貼付文
■

40 右列 23 2 6 4 ～ 2 6 7 に は
●

2 6 4 ～ 2 6 7 は

51 最上部の土器 (番号抜け） 350

51 土器番号350横のスケール 5 c m
● 0

1 0cm

51 土器番号351横のスケール 1 0 c m
■

5 c m

52 左列 16 上面での幅の長さ 上面での幅
■

抄録 遺跡種別 包蔵地
● ●

集落



正誤表
『方保田東原遺跡（9）』　山鹿市文化財調査報告書　第6集　熊本県山鹿市教育委員会2008年　

文中
頁 左右 行 図 番 誤 正
18 左 13 41古式土師の 41は古式土師器の
18 右 5 櫛描きによる廉状文 櫛描きによる簾状文
18 右 8 流域に遺跡で 流域の遺跡で
18 右 39 紡錘車で40gである。 紡錘車で重さは40gである。
23 右 1 する際の使用したものである。 する際に使用したものである。
31 左 19 円形貼文 円形貼付文
40 左 20 断面図（第34図）のA-A' 断面図（第36図）のA-A'
40 右 23 264～267には口縁部が広がって 264～267は口縁部が広がって
51 （最上段の図番号記載漏れ） 350
51 （図350のスケール数値）5cm 10cm
51 （図351、352のスケール数値）10cm 5cm
52 左 16 上面での幅の長さは、 上面での幅は、

抄録 （種別の欄）　包蔵地 集落

土器観察表
頁 図№ 誤 正
53 2 高坏 器台
54 78（下） 78 73
55 87 器種以降記載漏れ 下表と差し替え
55 107 記載漏れ 下表と差し替え
61 354 図№ 354 355
61 355 図№ 355 354

54・55ﾍﾟｰｼﾞ観察表が抜けている分

遺物
番号

図№ 枝番 器種 部位
口
径

器高 焼成 黒斑 煤 備考

87 99 4 器台
口縁
-胴部

- - 良好 無 無

107 83 4 鉢 胴部 14 6.9 良好 無 有P-100

P-117

P番号遺構名

10号溝

10号溝

胎土 混入物

長石・雲母
・赤褐色粒

10 YR7/4
にぶい黄

橙

2.5 Y淡黄

ヨコナデ
-タテハケ
-ヘラケズ

リ

ヨコナデ
（他は摩滅
の為不明）

ヨコナデ-ナ
ナメハケ-指
調整-ヨコハ

ケ

内面調整外面調整

ヨコナデ
-タテハケ
-ヘラ調整

赤褐色粒
・長石

色調
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この電子書籍は、『山鹿市文化財調査報告第６集 方保田東原遺跡９』を底本とし

て作成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底

本から引用してください。 

底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、

直接、各施設にお問い合わせください。 

なお、平成 17 年（2005）に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町が合併し山

鹿市となりました。調査記録及び出土遺物は、山鹿市教育委員会が保管しています。 
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